
 

 

 

 

 

繰り返しの大切さ 

副校長 田中 大輔 

 先日のスポーツフェスティバルでは、たくさんの応援、御協力をいただき、ありがとうござい

ました。地域と学校が一体となり、本校の理念を体現する行事になりました。 

 このスポーツフェスティバルに向け、児童・生徒は約１か月間、繰り返し練習を行ってきまし

た。ボールを投げることができなかった生徒がボールを狙った位置に投げられるようになった

り、ゴールまで走ることができなかった児童が走って見事にゴールインできたり、バトンの受け

渡しができなかった生徒が相手を見て、しっかりバトンを渡したり受け取ったりできるようにな

ったりと、一人一人の児童・生徒がそれぞれの練習の成果を存分に発揮することができました。 

 どんなことでも、始めからうまくできる人はいません。何度も繰り返し練習、実践すること

で、技術や必要な力が身に付きます。メジャーリーガーの大谷翔平選手は、１日におよそ６時間

練習を行うそうです。繰り返しの大切さが感じられます。本校の毎朝の登校時の玄関での挨拶で

は、４月当初は私のことを認識していなかった児童・生徒が、最近は私に挨拶をしてくれたり、

こちらの挨拶に応じて会釈してくれたりするようになりました。ここでも毎日の繰り返しの大切

さを感じています。 

物事をできるようにすること、目標を達成することは一朝一夕でできることではありません。

児童・生徒本人の日々のがんばりの他に、それを支援する周囲の人たち（御家族、関係施設の

方々、教員等々）が、あきらめずに根気よく教え、接することが大切です。 
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 【教育相談部・進路交流部より】 担当主幹 中村 文香 

教育相談部・進路交流部は、就学相談や校内支援など相談に関わる業務や、進路指導、

地域との交流などの業務を担当しております。学校見学や体験入学、学校公開、副籍交

流、学校間交流などを通し、地域の方や外部の関係機関との連携を進めていく部署でもあ

ります。 

本校は、足立区の特別支援教育を推進するセンター校の役割もあります。特別支援教育

コーディネーターが足立区にある他の特別支援学校とも連携しながら、足立区の小学校・

中学校・高等学校への学校支援も行っております。地域でのつながりを大切に、共生社会

の実現を目指します。 

卒業後も、地域の中で充実して過ごせるよう、多様なつながりを大切にしていきます。 

進路についての情報を毎月発信させていただきますので、ぜひ御覧ください。 

 

 【総務部より】 総務部担当主任 塩釜 大輔 

 総務部は主に学校行事を担当しています。先日行われた「スポーツフェスティバル」、10

月に実施する「学園祭」、また「芸術鑑賞会」の運営を行っていく部署です。 

 スポーツフェスティバルのスローガンは「必笑
ひつしょう

！みんなが主役！夏より熱い花畑のお祭

りだ！」でした。スポーツフェスティバルでは、友達と勝利を喜び合ったり、お互いの健闘

を称え合ったりするなど、たくさんの笑顔を見ることができました。近隣学校や地域の方々

にも参加いただいたユニバーサルリレーでは、地域の皆様と一体となって出場選手を応援し

合い、一人一人が輝く場となりました。 

次の学校行事は 10月末の学園祭です。笑顔が溢れ、児童・生徒一人一人が主役になれる

学園祭を開催したいと思いますので、御協力よろしくお願いいたします。 
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